Dr. Yuzuru Kurabayashi received the Distinguished Achievement Award from the Japanese Association for Laboratory Animal Science (JALAS) by 佐藤, 勝紀
倉林 譲先生 日本実験動物学会功労賞受賞
Dr.YuzuruKurabayashireceivedtheDistinguishedAchievementAward
fromtheJapaneseAssociationforLaboratoryAnimalScience(JALAS)
本研究会理事の倉林 譲先生が平成 22年 5月 13
日に京都テレサで開催された第57回日本実験動物学
会総会においてEl本実験動物学会賞(第22匝l学会賞)
功労賞を受賞されました｡この度の受賞を心からお
祝いするとともに､先生の益々のご活躍とご健勝を
お祈り申し上げます｡
倉林 譲先生のご略歴とご功績
倉林 譲先fF_は､昭和 38年3jJにF]本大学農獣医
学部獣医学科を卒業後､Ju-]年 4)J日本大学大学院獣
医学研究科修士課程に進学され､昭和 43年3月に同
博 ヒ課程を修了されました｡昭和 40年4月日本大学
jlき獣L<学部獣医学科助手､昭和43年4月同専任講師､
日鋼口48年4月に日本大学医学部麻酔学教室助手､昭
和55年に岡山大学医学部附属動物実験施設助教授と
して赴任されました｡なお､この岡山大学医学部附
属動物実験施設は平成16年に岡山大学生命科学研究
支援センター ･動物資源部門と名称が変更されまし
た(昭和44年3月にF1本大学から獣医学博士､昭和
55年 9月に岡山大学から医学博士の学位を取得され､
平成 11年 3月には日本J夫験動物L<学会認定獣医師
(第7号)として認定されました｡
平成18年3月に岡山大学を定年退官されるまでの
間､教育､研究､施設の管理運営に専念され､数多
くの優れた業績を挙げられました｡その間､岡山理
科大学､朝日医療技術専門学校､Ej不歯科大学の非
常勤講師､西安交通大学医学院､北京大学医学部実
験動物科学部の客座教授､上海中医薬大学実験動物
科学部の頗問などを兼任 され､実験動物学分野の知
識と技術の普及､発展に貢献されました｡
先生は､定年退官後は森ノ宮医療大学保健医療学
館長､学術研究委員会動物実験倫理審査部会長とし
てもご活躍されました｡当大学には4年間ご勤務さ
れ､この3月末日に退官されました｡現在､岡山大
学医学部(消化器 .腫痘外科学)の客員研究封として
活躍されています｡
甚礎的研究ならびに応用的研究､さらには実験動物
の飼育環境および飼育ケージの改善に関する研究や
行動学的解析など広範囲な研究を梢力的に推進され
ました｡それらの研究成果は多くの学会誌に発表し､
著書､研究報告書 も多く拙版 されています｡実験動
物企業 と共同で開発 された′｣､動物用吸入麻酔装置
｢ナルビコット｣は世界で初めての′ト実験劫物用製
品です｡
先生は､日本実験動物学会の理事 ･評議貞､日本
獣医学会､日本東洋医学会､日本臨床高気圧酸素 ･
潜水学会の評議員を長年にわたって務められるとと
もに､昭和58年 12月には本研究会名学会員の猪 貴
義先生 (岡山大学名誉教授､平成 12年第 47回日本
実験動物学会総会で功労質受賞)とともに岡山実験
動物研究会を創立され､平成 ユ3年から3期 6年間会
長として､地域における大学と研究機関との連携強
化に重責を果たされました｡また､平成 18年 5月に
は第53匝川 本実験動物学会総会を神ji(神子i国際会
議場)において主催されましたO中国 (北京 ･西安 ･
上海)､否湾など東南アジアの研究者に積極的な参加
要請をなされ､参加者は 1,000名を超える盛況な大
会となり､実験動物科学の進歩､発展に大きく貢献
をされました｡
翌年の平成 19年 6月には第56垣】全日本鍍灸学会
学術大会の実行副委員長を務められました｡また､
日本実験動物学会や日本実験動物技術者協会 主催の
研修会で､ノJ､動物の麻酔法などに関する講習､実技
指導を4iい､普及活動に努められました0
第57回日本実験動物学会総会において本研究会会
月 鳥居隆三先生(滋賀医科大学 .動物生命科学研究
センター)が日本実験動物学会賞安来 ･田嶋賞を受賞
されております｡心からお祝い申し上げ､先生の益々
のご活躍をお祈 り致します｡
(文責 :佐藤勝紀)
倉林 譲先生(右)と会長の三谷恵一先生(左)
2010(平成22)年7月2日(金)閉催の
第59回岡山実験動物研究会会場 (岡山大学
理学部21番講義室)に於いて
